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ロータリーは
機会の扉を開く

10 月に入り良い気候になりました。感染防止に努めて例会を続けた
いと思います。

▶ 10月の誕生祝い
　長尾 勉 親睦活動委員長
増子ふみえさん、渡邊万里子
さん、鉄地川原正顕さんに花
束を贈呈します。
▶ 米山記念奨学会感謝状伝達
藤田弘美さんにロータリー米山記念奨学会委員会委員長としての尽
力に対する感謝状が贈られました。
▶ 幹事報告 土田 博 幹事
米山記念奨学生による体験発表会が11月8日(日)午後2時から
中央公民館で行われます。
▶ 第4回理事会報告
①岸和田東岸和田東RCとの友好クラブを継続します。
②富来RC50周年のお祝いに対して礼状が届いています。

▶ チョウ ナンダー トゥン様「私の夢」
私が生まれたミャンマーは、昔はビルマと
いう国でした。最大都市のヤンゴンには
日本人のビジネスマンも多くいます。自動
車関係の仕事にチャレンジしたいと思い、
大学に通学しながら日本語を勉強しまし
た。2018 年 10 月から郡山の日本語学
校で勉強し、21時から5時までアルバイ
トをしながら頑張りました。2019 年 4 月に資格も取得できる国際
情報工科自動車大学校へ入学しました。現在は就職活動中です。日
本で何年か働いた後にミャンマーへ帰り、自動車の会社を作ること
が私の夢です。米山奨学金は私にとっては大きな金額です。カウン
セラーの阿部さんもとてもやさしく、日本に新しい家族ができたよう
な感じです。
▶ 阿部克弘カウンセラー(白河西RC)

チョウさんが夢をかなえてミャンマーで会
社を興されたら、郡山アーバン RC や白
河西 RC と姉妹提携を結べるような立派
なロータリアンになっていただきたいと思
います。それまでご支援くださいますよう
よろしくお願いいたします。

第11回例会 通算第1081回例会 令和2年10月7日(水) 第12回例会 通算第1082回例会 令和2年10月14日(水)
▶ 国歌斉唱・ロータリー歌斉唱「奉仕の理想」
▶ ロータリーの目的・四つのテスト唱和：蔭山寿一さん
▶ ゲスト：チョウ ナンダー トゥン様、阿部克弘様 (白河西ＲＣ)

会員数 30 名 / 出席 21 名 / 欠席 9 名
出席率 70％ / 前回修正率 100％出席報告

鈴木かおる 会長

ローターアクトは 2019 年の規定審議会によりRI の組織として認め
られ、私たちと肩を並べる立場となりました。スポンサークラブを提
唱してまだ間もないのですが、今年度の支援金をお渡しいたします。

▶ 堀下慎哉 郡山西ローターアクトクラブ (RAC) 会長
先日は困り事相談会に参加させていただきました。私はまだ入会し
て 1 年も経っておりませんが会長となり、来期は地区代表を務めさ
せていただくこととなっております。

▶ 郡山西RAC活動報告　久家真広様
ホームページに会員の自己紹
介や今年の活動内容などを
写真とともに掲載しております。
今年は「動物」と「自然」として、
福島市の NPO 法人 SORA
アニマルシェルターでのボラ
ンティア活動に参加しました。ローターアクトの立ち場が大きく変わり、
私たちにとって一番重要な変更は年齢の上限が撤廃されたことです。
18 歳以上であれば誰でも入会でき、30 歳を過ぎても残ることがで
きるようになりました。会員が 10 人と少ないので皆様のお力添えを
お願いいたします。

▶ 幹事報告 土田 博 幹事
各テーブルに会員候補者推薦書を配布しました。ぜひご推薦をお願
いいたします。

▶ 郡山市立富田中学校 教諭　吉田 悟様
「県中白球会 野球の力で地域貢献」

富田中学校で野球部顧問をさせていただ
いており、県中白球会の事務局長を仰せ
つかっております。
今年はコロナの影響で、中学生の最大の
目標である中体連大会は中止となりまし
た。郡山アーバン RC 杯中学野球大会は
通常通り開催したいとお願いしたところ快

くお受けいただき、3 日間の大会を開催することができました。明健
中学校が優勝し、準優勝は郡山第二中学校、第 3 位は守山中学校
と高瀬中学校でした。
県中白球会は部活動顧問の教員で構成されております。保護者の協
力がなければ部活動はできないので保護者会があり、学区である地
域で大人と子どもが一緒に活動しております。最近は働き方改革に

より教員の部活動が大変だと言われておりますが、私の周囲の教員
は「もっとやらせてくれ」と言っています。
持続可能な社会の構築として SDGｓという考え方があり、ある方か
らスポーツSDGｓがあるとお聞きして、野球を通したSDGｓとして「部
活動は教育の場である」という原点回帰を考えてみました。SDGs
の 17 の項目は、一見野球に関係ないようですが、すべての項目で
あてはまることがあると思います。
目標 1「貧困をなくそう」では、野球を通して生涯の友ができ、くじ
けそうになったときにも頑張ろうという思いにつながることは、社会
性の教育そのものです。
目標 2「飢餓をゼロに」では、健康な体づくりのための食事などを
指導することができます。
目標 3「すべての人に健康と福祉を」では、体調管理の指導により、
健康な生活を送る意識を高めることができます。
目標 4「質の高い教育をみんなに」では、部活動そのものが教育に
つながります。
目標5「ジェンダーの平等を実現しよう」では、中学校では女子も野球を
することができます。また保護者の母親にも参画してほしいと思っています。
目標 6「安全な水とトイレを世界中に」では、水分補給の指導から
水資源への関心を持たせることができます。
目標 7「エネルギーをみんなに、そしてクリーンに」では、講習会や
講演会などの主催ができると思います。
目標 8「働きがいも経済成長も」では、支援の輪を広げることがで
きると思います。
目標 9「産業と技術革新の基盤をつくろう」では、保護者会の支援を
ハブとして、さまざまなつながりができるのではないかと考えております。
目標 10「人や国の不平等をなくそう」では、発展途上国への用具
の送付を行い、少しでも協力できたと思います。
目標 11「住み続けられるまちづくり」は、さまざまな方の協力を得
てスポーツ公園などができればと思います。
目標 12「つくる責任、つかう責任」では、野球用具の購入やイベン
トグッズの販売もできると考えております。
目標13「気候変動に具体的な対策を」では、道具の送付などを通して、
グローバルな視点の育成ができると思います。
目標 14「海の豊かさを守ろう」、15「陸の豊かさも守ろう」では、
グランド整備から環境の大切さを思い、いろいろな環境につなげるこ
とができると思います。また試合後の時間に大人も清掃活動ができ
ると思います。プラごみ回収のプロジェクトに参加したこともあり、海
洋資源や環境整備への関心と教育ができるものと思います。
目標16「平和と公正をすべての人に」では、学校の部活動ならでは
の交流ができる活動ではないかと思います。
目標17「パートナーシップで目標を達成しよう」では、指導者、保護者、
地域団体・企業、地域行政が一体となって連携した取り組みができ
れば、生き生きした社会が出来上がるものと考えております。
私は野球に携わって40 年近くになります。野球で良い思いをさせて
いただきましたので、野球を通して地域に貢献できないかを考えてい
きたいと思います。

▶ 例会変更18：30～19：30　▶ ロータリー歌斉唱「我らの生業」
▶ 四つのテスト唱和：増子ふみえさん
▶ ゲスト：吉田 悟様 ( 郡山富田中学校 )、堀下慎哉様、
　久家真広様、鈴木健史様 (郡山西ローターアクトクラブ )

鈴木かおる 会長

プログラム：ゲスト卓話

プログラム：ゲスト卓話
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K O R I Y A M A  U R B A N  R O T A R Y  C L U B

第13回例会 通算第1083回例会 令和2年10月28日(水)

会員数 30 名 / 出席 30 名 / 欠席 0 名
出席率 100％ / 前回修正率 70％出席報告 会員数 30 名 / 出席 16 名 / 欠席 14 名

出席率 53.33％ / 前回修正率 100％出席報告

ローターアクトは 2019 年の規定審議会によりRI の組織として認め
られ、私たちと肩を並べる立場となりました。スポンサークラブを提
唱してまだ間もないのですが、今年度の支援金をお渡しいたします。

▶ 堀下慎哉 郡山西ローターアクトクラブ (RAC) 会長
先日は困り事相談会に参加させていただきました。私はまだ入会し
て 1 年も経っておりませんが会長となり、来期は地区代表を務めさ
せていただくこととなっております。

▶ 郡山西RAC活動報告　久家真広様
ホームページに会員の自己紹
介や今年の活動内容などを
写真とともに掲載しております。
今年は「動物」と「自然」として、
福島市の NPO 法人 SORA
アニマルシェルターでのボラ
ンティア活動に参加しました。ローターアクトの立ち場が大きく変わり、
私たちにとって一番重要な変更は年齢の上限が撤廃されたことです。
18 歳以上であれば誰でも入会でき、30 歳を過ぎても残ることがで
きるようになりました。会員が 10 人と少ないので皆様のお力添えを
お願いいたします。

▶ 幹事報告 土田 博 幹事
各テーブルに会員候補者推薦書を配布しました。ぜひご推薦をお願
いいたします。

▶ 郡山市立富田中学校 教諭　吉田 悟様
「県中白球会 野球の力で地域貢献」

富田中学校で野球部顧問をさせていただ
いており、県中白球会の事務局長を仰せ
つかっております。
今年はコロナの影響で、中学生の最大の
目標である中体連大会は中止となりまし
た。郡山アーバン RC 杯中学野球大会は
通常通り開催したいとお願いしたところ快

くお受けいただき、3 日間の大会を開催することができました。明健
中学校が優勝し、準優勝は郡山第二中学校、第 3 位は守山中学校
と高瀬中学校でした。
県中白球会は部活動顧問の教員で構成されております。保護者の協
力がなければ部活動はできないので保護者会があり、学区である地
域で大人と子どもが一緒に活動しております。最近は働き方改革に

より教員の部活動が大変だと言われておりますが、私の周囲の教員
は「もっとやらせてくれ」と言っています。
持続可能な社会の構築として SDGｓという考え方があり、ある方か
らスポーツSDGｓがあるとお聞きして、野球を通したSDGｓとして「部
活動は教育の場である」という原点回帰を考えてみました。SDGs
の 17 の項目は、一見野球に関係ないようですが、すべての項目で
あてはまることがあると思います。
目標 1「貧困をなくそう」では、野球を通して生涯の友ができ、くじ
けそうになったときにも頑張ろうという思いにつながることは、社会
性の教育そのものです。
目標 2「飢餓をゼロに」では、健康な体づくりのための食事などを
指導することができます。
目標 3「すべての人に健康と福祉を」では、体調管理の指導により、
健康な生活を送る意識を高めることができます。
目標 4「質の高い教育をみんなに」では、部活動そのものが教育に
つながります。
目標5「ジェンダーの平等を実現しよう」では、中学校では女子も野球を
することができます。また保護者の母親にも参画してほしいと思っています。
目標 6「安全な水とトイレを世界中に」では、水分補給の指導から
水資源への関心を持たせることができます。
目標 7「エネルギーをみんなに、そしてクリーンに」では、講習会や
講演会などの主催ができると思います。
目標 8「働きがいも経済成長も」では、支援の輪を広げることがで
きると思います。
目標 9「産業と技術革新の基盤をつくろう」では、保護者会の支援を
ハブとして、さまざまなつながりができるのではないかと考えております。
目標 10「人や国の不平等をなくそう」では、発展途上国への用具
の送付を行い、少しでも協力できたと思います。
目標 11「住み続けられるまちづくり」は、さまざまな方の協力を得
てスポーツ公園などができればと思います。
目標 12「つくる責任、つかう責任」では、野球用具の購入やイベン
トグッズの販売もできると考えております。
目標13「気候変動に具体的な対策を」では、道具の送付などを通して、
グローバルな視点の育成ができると思います。
目標 14「海の豊かさを守ろう」、15「陸の豊かさも守ろう」では、
グランド整備から環境の大切さを思い、いろいろな環境につなげるこ
とができると思います。また試合後の時間に大人も清掃活動ができ
ると思います。プラごみ回収のプロジェクトに参加したこともあり、海
洋資源や環境整備への関心と教育ができるものと思います。
目標16「平和と公正をすべての人に」では、学校の部活動ならでは
の交流ができる活動ではないかと思います。
目標17「パートナーシップで目標を達成しよう」では、指導者、保護者、
地域団体・企業、地域行政が一体となって連携した取り組みができ
れば、生き生きした社会が出来上がるものと考えております。
私は野球に携わって40 年近くになります。野球で良い思いをさせて
いただきましたので、野球を通して地域に貢献できないかを考えてい
きたいと思います。

ポリオ根絶のためにロータリーも活動しておりますが、まだ野生型ポ
リオウイルスはアフガニスタンとパキスタンの2か国で報告があります。
皆さんのご支援をいただきたいと思います。ＩＭは藤田ガバナー補佐
が主催、郡山アーバンRCが主管で開催します。蔭山実行委員長を
中心に、これから段取りをしていきたいと思います。11月11日はガ
バナー公式訪問です。地区でも会員増強に力を入れており、純増 3
名とされております。退会防止にも努めていただきたいと思います。
11月17日(火 )に四季彩一力で「はなかつみ会」を開催いたします。

▶ 幹事報告 土田 博 幹事
補助金管理セミナーが11月22日 (日 )にユラックス熱海で開催さ
れます。

▶ 井上 厚 プログラム委員長「探偵とSDGs」
私の前職はセキュリティ関
係の身辺警備、いわゆるボ
ディガードとして危険と隣り
合わせの仕事をしておりまし
た。平成 19 年に議員立法
により「探偵業務の適正化
に関する法律」が施行され
ました。探偵業に携わる人の前職は、警察官、自衛官、警備関係、
保険・金融業、外人部隊経験者などが多く、ＩＴに精通した業種から
の参入もあります。私は一般社団法人日本調査業協会理事、一般
社団法人東北調査業協会副会長をやっております。2 年前にSDGs
と出会い、ビジネスコンサルタントの講座を修了し、SDGs の考え方
を取り入れてスタッフ一丸となって再スタートしています。SDGs
(Sustainable Development Goals：持続可能な開発目標 ) は、
国連加盟193ヶ国が「誰一人取り残さない」という共通理念のもとに、
2016～2030年までに達成を目指す国際目標です。17の目標があり、
達成するための 169 の項目が設定されています。アドバンスでは目
標 1・5・8 をメインテーマとして取り組んでおり、経済的にも子供
への影響も大きい離婚に関して、カウンセリングにより元に戻した実
績が多数あります。また性別を理由に選択肢を狭める方に、生きが
い探しのお手伝いをしております。女性調査員の開業支援もしており、
同じ考え方の探偵事務所が増えていけば、離婚も減っていくのでは
ないかと思っています。子供たちや若い人たちのためになることは何
かと考えて社会貢献をしていきたいと思っています。今回の卓話が、
皆様の今後の活動に何かのお役に立てばと思います。

▶ ロータリーソング「それでこそロータリー」斉唱
▶ 四つのテスト唱和：石堂勝壽さん

鈴木かおる 会長

プログラム：ゲスト卓話


